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時系列データ取得法及び FDI手法を用いたSuperDARN短波レーダーとEISCAT加
熱装置による人工励起ＦＡＩの観測

Artificial FAI observation using SuperDARN raw time series analisys and FDI method
and EISCAT heater facility
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EISCAT加熱装置により人工励起した沿磁力線不規則構造（ＦＡＩ）を、EISCATレーダー及び SuperDARN短波レー
ダーによって観測した結果を示す。過去に行われた SuperDARNレーダーの生時系列（ＴＭＳ）解析手法を用いた加熱実
験データを用いた実験では、約０．１秒の高時間分解能による観測を行い、エコー強度が短い時間規模で大きく変動す
ることが見出された。今回の実験では、同様にＴＭＳ手法を用い、更に、周波数領域干渉計の手法を導入して初めて行っ
た。これは、複数の近接した送信周波数での観測を時間をずらして行い、周波数の違いによる位相差データから、観測
ビーム動径方向に観測レンジビンの中の空間構造を探ろうとする試みである。孤立波的なＦＡＩが存在すると仮定した
場合の、その分離可能性、観測レンジビン内で数や寿命等の動態について観測結果をもとに議論する。


